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帯
森
レ
コ
ー
ド
コ
ン
サ
ー
ト

　
「
懐
か
し
い
軽
音
楽
」
を
テ
ー
マ
に
、

レ
コ
ー
ド
で
楽
し
み
ま
す
。

日
11
月
３
日
㈷
、
10
時
～
11
時
30
分

場
帯
広
の
森
コ
ミ
セ
ン
（
空
港
南
町
南

11
）

問
帯
広
の
森
コ
ミ
セ
ン
レ
コ
ー
ド
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
会
・
垣
谷
（
☎
47
・
１
１

７
０
）

大
人
の
マ
ジ
ッ
ク
教
室

　

手
作
り
で
簡
単
に
で
き
る
マ
ジ
ッ
ク

を
学
ん
だ
後
、
参
加
者
に
会
員
の
マ

ジ
ッ
ク
を
披
露
。
ハ
ン
カ
チ
持
参
。

対
高
校
生
以
上

日
11
月
４
日

（振）
、
10
時
～
11
時
30
分

場
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
（
公
園
東
町
３
）

定
先
着
20
人

￥
５
０
０
円

申
問
10
月
28
日
㈪
ま
で
に
、
電
話
で

十
勝
マ
ジ
ッ
ク
愛
好
会
事
務
局
・
鈴
木

（
☎
０
９
０
・
１
３
８
５
・
６
９
６
９
）へ
。

司
法
書
士
・
行
政
書
士

合
同
無
料
相
談
会

　

相
続
・
遺
言
・
成
年
後
見
手
続
き
な

ど
の
民
法
改
正
問
題
や
、
空
き
家
対
策

な
ど
に
つ
い
て
、
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
11
月
６
日
㈬
、
10
時
～
15
時

場
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

問
北
海
道
行
政
書
士
会
十
勝
支
部
（
☎

67
・
１
７
７
７
）

帯
広
美
術
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

見
学
ツ
ア
ー

　

美
術
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
を
見

て
い
た
だ
く
た
め
の
見
学
ツ
ア
ー
を
開

催
し
ま
す
。
当
日
、
直
接
お
越
し
く
だ

さ
い
。

日
11
月
６
日
㈬
、
13
時
～
15
時

場
問
北
海
道
立
帯
広
美
術
館
（
緑
ケ
丘

２
、
☎
22
・
６
９
６
３
）

福
祉
の
職
場
見
学
会

　

施
設
内
や
仕
事
の
見
学
と
併
せ
て
、

施
設
担
当
者
に
よ
る
福
祉
の
仕
事
や
取

り
組
み
な
ど
、
講
習
を
行
い
ま
す
。

対
福
祉
職
場
に
関
心
の
あ
る
人
・
学
生

日
11
月
６
日
㈬
、
14
時
～
16
時

場
多
機
能
ホ
ー
ム
い
な
ほ
（
西
５
南

37
）

定
先
着
20
人

申
問
前
日
ま
で
に
、
電
話
で
社
会
福

祉
協
議
会
・
人
材
バ
ン
ク
（
☎
27
・
２

５
２
５
）
へ
。

合
同
企
業
説
明
会

　

食
・
も
の
づ
く
り
・
観
光
・
サ
ー
ビ

ス
分
野
な
ど
の
企
業
が
出
展
し
ま
す
。

場
ホ
テ
ル
日
航
ノ
ー
ス
ラ
ン
ド
帯
広

（
西
２
南
13
）

問
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
・
ジ
ョ
ブ
サ
ロ
ン
帯

広
（
☎
26
・
２
１
３
０
）

◆
オ
シ
ゴ
ト
説
明
会
i
n
帯
広

対
40
歳
以
上
の
男
性
と
学
生
以
外
の
女

性日
11
月
７
日
㈭
、
10
時
～
12
時
15
分

◆
北
海
道
お
し
ご
と
フ
ェ
ス
タ
i
n
帯

広対
44
歳
ま
で
の
若
年
者
と
２
０
２
０
年

卒
予
定
の
大
学
・
短
大
・
専
門
学
生

日
11
月
７
日
㈭
、
14
時
30
分
～
16
時
45

分高
齢
者
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
・
就
職
促
進

事
業
「
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
員
講
習
」

　

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
員
と
し
て
の
基
礎

的
な
知
識
を
学
び
、「
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理

員
検
定
」
取
得
に
向
け
た
講
習
会
で
す
。

対
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
登
録
を
し
て

い
る
55
歳
以
上
の
人

日
11
月
８
日
㈮
～
21
日
㈭
の
９
日
間

場
ソ
ネ
ビ
ル
（
西
６
南
６
）

定
５
人
（
11
月
１
日
㈮
に
選
考
会
お
よ

び
説
明
会
を
行
い
ま
す
）

申
問
10
月
30
日
㈬
ま
で
に
、
電
話
で

東
京
リ
ー
ガ
ル
マ
イ
ン
ド
札
幌
支
社

（
☎
０
１
１
・
７
９
６
・
８
６
５
７
）
へ
。

十
勝
エ
コ
ロ
ジ
ー
パ
ー
ク

フ
ワ
フ
ワ
ド
ー
ム
終
了
の
お
掃
除

　

今
シ
ー
ズ
ン
お
世
話
に
な
っ
た
フ
ワ

フ
ワ
ド
ー
ム
に
、
感
謝
の
気
持
ち
を
込

め
、
み
ん
な
で
お
掃
除
を
し
て
、「
ま

た
来
年
よ
ろ
し
く
ね
」
と
伝
え
ま
し
ょ

う
。
雨
天
中
止
。

日
11
月
10
日
㈰
、
15
時
30
分
～
16
時

場
問
十
勝
エ
コ
ロ
ジ
ー
パ
ー
ク
（
音
更

町
十
勝
川
温
泉
南
18
、
☎
32
・
６
７
８

０
）Mも

っ

と

o
t
t
o 

お
び
広
が
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
健
康
麻マ

ー
ジ
ャ
ン雀
大
会

　

M
o
t
t
o 

お
び
広
が
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
採
択
事
業
の
健
康
麻
雀
大
会
で
す
。

対
18
歳
以
上

日
11
月
11
日
㈪
、
▽
麻
雀
講
習
会
10
時

～
12
時
▽
麻
雀
大
会
13
時
～
16
時

場
さ
わ
や
か
マ
ー
ジ
ャ
ン
十
夢
（
西
16

南
１
）

定
抽
選
各
24
人

問
前
日
ま
で
に
、
電
話
で
十
勝
健
康
麻

雀
集
い
の
会
（
☎
０
９
０
・
２
０
７
５
・

市以外からの市民向けのお知らせを掲載しています。
広報おびひろ１月号では、市民の掲示板はお休みです。
なお、２月号掲載の受付締め切りは12月13日（金）です。
　　　　　　広報広聴課（市庁舎３階、☎65・4109）問い合わせ

市民の掲示板
み ん な

対＝対象　日＝日時　場＝場所　定＝定員　￥＝費用　申＝申し込み

　「人生 100 年」と言われる時代、長い老
後をどう楽しく過ごすかが課題になって
います。「心も体も元気」が基本ですが、
身近な生活や時事問題などに好奇心を持
つことも大切です。それには、脳トレに
もなる川柳づくりが最適ではないでしょうか。
　本書は、90 歳以上のご長寿が詠んだ、計 192 句を掲載してい
ます。「九十歳 これからなのさと たんか切る」。笑いながら元気
が湧いてくる一冊です。

　今月は短詩形文芸から「川柳」を選びました。川柳を通して元
気に過ごす高齢者の本を紹介します。

図書館のオススメ

図書館（西２南 14、☎ 22・4700）問い合わせ

『超シルバー川柳
 90歳以上のご長寿だけの傑作選！』

（表紙画像使用許諾済）

編　者…みやぎシルバーネット
　　　　河出書房新社編集部編
出版社…河出書房新社

使
つか

い終
お

わった歯
は

磨
みが

き用
ようひん

品五つのうち、一つだけごみの種
しゅるい

類が違
ちが

うものがあるからあてるでござる！（答
こた

えは下
した

を見
み

るでござる）

　今
こんかい

回は、11 月
がつ

8 日
か

のイイ歯
は

の日
ひ

にちなんで、歯
は

磨
みが

き用
ようひん

品の分
ぶんべつ

別についての問
もんだい

題だよ！

リサイクル忍者  わけすけ
ごみの分別や減量を
PRしている忍者学校の

小学４年生

分かる
かな？

問い合わせ 清掃事業課（西 24 北４、☎ 37・2311）

わけすけからの

ごみに関
かん

する挑
ちょうせんじょう

戦状

①歯
は

ブラシ　　②歯
し か ん

間ブラシ　　③糸
いと

ようじ
④歯

は

磨
みが

きコップ　　⑤練
ね

り歯
は

磨
みが

きのチューブ

正解は⑤練り歯磨きのチューブ！①②③④は燃やさないごみ、⑤は中身をしっかり使い切り洗ってからプラスチ
ック製容器包装の資源ごみに出すでござる！ルールを守って正しく分別するでござる！

わけすけからのごみに
関する挑戦状  答え
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８
７
１
７
）
へ
。

ひ
と
り
親
家
庭
の

無
料
法
律
相
談
会

　

離
婚
、
親
権
、
消
費
者
金
融
な
ど
弁

護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。

対
十
勝
管
内
在
住
の
ひ
と
り
親
家
庭
の

親日
11
月
15
日
㈮
、
13
時
～
15
時
の
間
で

１
人
30
分
間

場
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
（
公
園
東
町
３
）

定
先
着
４
人

申
問
11
月
８
日
㈮
ま
で
に
、
電
話
で
母

子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
20
・
７
７
５
１
）
へ
。
託
児
希
望
者

は
申
し
込
み
時
に
連
絡
く
だ
さ
い
。

第
７
回
九
州
大
学
農
学
研
究
院
と

足
寄
町
の
協
力
協
定
に
基
づ
く
講
演
会

　
「
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
の
最
前
線
」
を

テ
ー
マ
に
講
演
し
ま
す
。

日
11
月
15
日
㈮
、
18
時
～
20
時

場
あ
し
ょ
ろ
銀
河
ホ
ー
ル
21
（
足
寄
町

北
１
）

定
先
着
１
５
０
人

問
九
州
大
学
農
学
部
附
属
演
習
林
・
信の

ぶ

国く
に

（
☎
０
１
５
６
・
25
・
２
６
０
８
）

第
１
回
「
十
勝
・
四
国
遍
路
会
」

　
「
四
国
遍
路
の
魅
力
は
？
」
を
テ
ー

マ
に
講
演
し
ま
す
。

日
11
月
16
日
㈯
、
14
時
～
16
時

場
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

問
北
海
道
シ
ー
プ
・
ブ
リ
ー
デ
ィ
ン

グ
・
サ
ー
ビ
ス
代
表
・
福
井
（ 

☎
42
・

５
１
９
５
）

１
０
０
０
人
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ミ
ニ
バ
レ
ー
愛
好
者
の
交
流
会

　

楽
し
み
な
が
ら
ミ
ニ
バ
レ
ー
を
体
験

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
当
日
は
、
運
動
の

で
き
る
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
11
月
23
日
㈷
、
９
時
～
12
時

場
啓
北
小
学
校
体
育
館
（
西
14
北
７
）

￥
大
人
１
０
０
円
、
子
ど
も
10
円

問
１
０
０
０
人
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
声
を
聞

か
せ
て
く
だ
さ
い
・
島
貫（
☎
０
９
０
・

３
０
１
９
・
５
３
５
１
）

認
知
症
予
防
セ
ミ
ナ
ー

　

認
知
症
の
進
行
抑
止
・
改
善
・
予
防

に
効
果
が
あ
る
学
習
療
法
に
つ
い
て
講

演
す
る
ほ
か
、
映
画
「
僕
が
ジ
ョ
ン
と

呼
ば
れ
る
ま
で
」
を
上
映
し
ま
す
。

日
11
月
24
日
㈰
、
12
時
45
分
～
16
時

場
市
民
文
化
ホ
ー
ル
（
西
５
南
11
）

定
先
着
３
０
０
人

申
直
接
、
帯
広
信
用
金
庫
窓
口
へ
。

問
帯
広
信
用
金
庫
営
業
推
進
部
（
☎

67
・
５
２
７
９
）

帯
広
工
業
高
校
学
校
説
明
会
・

見
学
会

　

工
業
高
校
で
の
学
習
内
容
を
理
解
し

て
も
ら
う
た
め
、
進
路
状
況
の
説
明
や

実
習
見
学
を
行
い
ま
す
。

対
十
勝
管
内
の
中
学
生
の
保
護
者
、
中

学
校
の
教
員

日
12
月
８
日
㈰
、
12
時
30
分
～
15
時

臣
の
許
可
を
受
け
た
貸
切
バ
ス
事
業
者

を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

問
北
海
道
運
輸
局
帯
広
運
輸
支
局
（
☎

33
・
３
２
８
６
）

手
紙
を
守
る
た
め
の
ル
ー
ル
が

あ
り
ま
す

　

手
紙
や
は
が
き
な
ど
の
信
書
は
、「
特

定
の
受
取
人
に
対
し
、
差
出
人
の
意
思

を
表
示
し
、
ま
た
は
事
実
を
通
知
す
る

文
書
」
の
こ
と
で
す
。
宅
配
便
や
メ
ー

ル
便
で
は
原
則
と
し
て
、
信
書
の
送
付

は
で
き
ま
せ
ん
。

場
申
問
11
月
29
日
㈮
ま
で
に
、
各
中

学
校
の
担
当
の
先
生
を
通
じ
て
帯
広
工

業
高
校
（
清
流
西
２
、
☎
48
・
５
６
５

０
）
へ
。

ノ
ー
ス
・
ス
ト
ロ
ー
ク
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
水
泳
教
室
団
員
募
集

　

令
和
２
年
３
月
末
ま
で
（
次
年
度
継

続
可
）
の
水
泳
教
室
の
団
員
を
募
集
し

ま
す
。

対
年
長
～
小
学
６
年
生

場
帯
広
の
森
市
民
プ
ー
ル
（
南
町
南
７

線
56
）

問
倉
嶋
（
☎
０
９
０
・
１
６
４
２
・
７

９
２
２
）
ま
た
は
、
大
野
（
☎
０
９
０
・

９
４
３
８
・
８
４
１
１
）

所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
の
予
定

納
税
（
第
２
期
分
）
の
納
税
に
つ
い
て

　

予
定
納
税
が
必
要
な
人
に
は
、
６
月

中
旬
に
税
務
署
か
ら
「
令
和
元
年
分
所

得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
の
予
定
納

税
額
の
通
知
書
」
が
送
付
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
通
知
書
に
記
載
さ
れ
た
第
２

期
分
の
納
付
の
手
続
き
を
、
12
月
２
日

㈪
ま
で
に
し
て
く
だ
さ
い
。

問
帯
広
税
務
署
（
☎
24
・
２
１
６
２
）

必
ず
チ
ェ
ッ
ク　

最
低
賃
金
！

使
用
者
も
、
労
働
者
も

　

北
海
道
内
で
事
業
を
営
む
使
用
者
、

お
よ
び
そ
の
事
業
場
で
働
く
す
べ
て
の

労
働
者
に
適
用
さ
れ
る
北
海
道
最
低
賃

金
が
、
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

最
低
賃
金
額
時
間
額
８
６
１
円

問
北
海
道
労
働
局
帯
広
労
働
基
準
監
督

署
（
☎
22
・
８
１
０
０
）

自
家
用
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
適
切
な

利
用
に
つ
い
て

　

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
レ
ン
タ
ル
さ
れ
る

皆
さ
ん
へ
。
▽
レ
ン
タ
カ
ー
に
は
運
転

手
は
つ
い
て
い
ま
せ
ん
。▽
違
法
な「
白

バ
ス
」「
白
タ
ク
」
を
利
用
し
て
事
故

に
あ
っ
た
場
合
、
保
険
の
適
用
が
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
▽
運
転
手
付
き
マ

イ
ク
ロ
バ
ス
の
手
配
は
、
国
土
交
通
大

問
総
務
省
情
報
流
通
行
政
局
郵
便
課

（
☎
03
・
５
２
５
３
・
５
９
７
５
）

令
和
元
年
度
第
３
回
道
営
住
宅

入
居
者
募
集

　

10
月
25
日
㈮
か
ら
配
布
の
募
集
案
内

の
ほ
か
、
随
時
募
集
の
住
宅
も
あ
る
の

で
、
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
11
月
８
日
㈮
～
11
日
㈪

抽
選
場
所
十
勝
合
同
庁
舎（
東
３
南
３
）

申
問
エ
ー
ワ
ン
・
創
造
設
計
舎
コ
ン
ソ

ー
シ
ア
ム
（
西
８
南
13
、
☎
22
・
２
０

１
３
）
へ
。

▷帯広市急病テレホンセンター（☎0155・26・1099）　▷北海道救急医療情報案内センター（ 0120・20・
8699、携帯電話／ PHS☎011・221・8699）休日・夜間の急病は

　

こ
の
写
真
の
土
器
は
、
昭
和
40
年
代

に
行
わ
れ
た
中
島
公
園
（
東
３
南
２
）

の
整
備
の
際
に
出
土
し
た
「
土
師
器
」

の
か
め
で
す
。

　
「
土
師
器
」
と
は
、
本
州
以
南
の
古

墳
～
奈
良
平
安
時
代
の
人
々
が
煮
沸
具

や
貯
蔵
具
、
食
器
と
し
て
使
用
し
た
素

焼
き
の
土
器
で
す
。
北
海
道
で
は
、
７

～
８
世
紀
頃
に
東
北
北
部
か
ら
道
央
～

道
南
部
に
や
っ
て
き
た
移
民
に
よ
っ
て

も
た
ら
さ
れ
ま
し
た
。

　

写
真
の
土
器
の
形
を
見
る
と
、
７
世

紀
頃
に
東
北
北
部
の
人
々
が
作
っ
た
土

師
器
に
よ
く
似
て
い
ま
す
。
そ
の
一

方
、
土
器
の
作
り
方
の
作
法
か
ら
見
る

と
、
北
海
道
在
地
の
人
々
の
技
術
伝
統

で
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

当
時
の
北
海
道
の
人
々
は
、
鉄
な
ど
先

進
的
な
文ぶ

ん

物ぶ
つ

を
求
め
て
、
東
北
北
部
の

人
々
と
盛
ん
な
交
易
活
動
を
行
っ
て
い

ま
し
た
。
こ
の
土
器
は
、
そ
の
よ
う
な

交
流
の
中
で
、
東
北
北
部
の
土
師
器
を

ま
ね
て
北
海
道
の
人
々
が
作
っ
た
も
の

な
の
で
し
ょ
う
。

　

中
島
公
園
は
、
十
勝
川
と
帯
広
川
や

音
更
川
な
ど
主
要
支
川
と
が
交
わ
る
合

流
点
付
近
に
位
置
し
て
お
り
、
対
岸
の

十
勝
川
温
泉
か
ら
は
９
世
紀
頃
の
同
種

の
土
器
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

常
呂
川
・
網
走
川
な
ど
を
通
り
オ
ホ
ー

ツ
ク
方
面
に
抜
け
る
た
め
の
ル
ー
ト
と

考
え
ら
れ
る
利
別
川
沿
い
に
も
同
時
期

の
遺
跡
が
散
見
さ
れ
ま
す
。
古
墳
文
化

と
交
わ
り
を
も
っ
た
北
海
道
の
人
々

が
、
鉄
な
ど
と
交
換
す
る
た
め
の
交
易

品
（
毛
皮
な
ど
）
を
求
め
て
、
こ
の
地

を
往
来
し
て
い
た
姿
が
想
像
さ
れ
ま
す
。

ふるさと

見聞録
文／百年記念館　　森　久大　　写真／百年記念館所蔵

帯広市内で見つかった「土
は じ き

師器」

中島公園から出土した「土師器」

　寒い時期は湯たんぽなどで、就寝中に低温の熱を長
時間皮膚に接触させ、低温やけどになる高齢者や子ど
もが増えます。
　低温やけどは熱が低温なため、長時間触れ続けても
熱さや痛みに気付きにくい特徴があります。皮膚の深
い部分まで熱の影響を受けるので、注意が必要です。

低温やけどを予防しよう

　　　　　　健康推進課（東 8 南 13、
保健福祉センター内、☎ 25・9721）
問い合わせ安心安全 メ モ！

◉皮膚に直接熱を当てない
◉寝ている間は熱の出るものを使用しない
◉同じ場所に長時間熱を当てない
◉少しでも熱さを感じたら、熱源を外すか離れる
◉熱が当たっているところを圧迫しない

POINT

やけどになったら、
患部を冷やして
水ぶくれはつぶさず、
医療機関を受診しよう！

カイロの
直貼り
危険！
じか


